






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































永井は客のなかに、日本人のような人物がいる をみた。そ 者はイギリス風の背広を着、鼻メガネをかけていた お互い視線はあったが、こ
とばを交すことはなかった。








































































外遊から帰ってからの の才気と生気にあふれ 話は、やはり人を魅了する力があった。上田の談話は、ふつうの 者の話と だいぶ趣





















オランダのアムステルダム、ドイツのベルリン ドレスデン オーストリアのウィーン、またもやドイツにもどり、ミュンヘン つ でスイスのボーデン湖を横切り、チューリヒに至った。こ ときアルプス連山の風景をたん能した。
このあと、ハイネの句にある「イタリアというかの美しき花園」へとむかうので る。このとき『古代美術史』 （一七六四年） 著わした有名なヨハン・ヨーアヒム・ヴィンケルマン（一七一七～六八、ドイツの美学・美術史家）











































































を見て歩いてわかったことは、いずこの国も、独自の景色をもっているということであった。アメリカの景色とヨーロッパの景色は、ちがう のであった。これより れの眼に写った各国 〝風景の特色〟をかいつまんで記るそう。［アメリカ］上田がアメリカに着いたときは真冬であった。北米大陸の一部は、冬景色であり びょうびょう（果てしなく、広々としている）として た。







































かし慣れてくると、つよい色彩、澄んだ空気、明るい光に品があるのを感じるようになる。やがてカサを広げたような松の木、糸杉などが りがたくなる。それらが白亜の建物とと に典雅の美をなしている。［スイス］この国の景色は、だれでも絵をみて知っている。アルプスの連山、氷河、湖水などが美を構成している。しかし、冬期であったので、じゅ ぶ
んに美を探ることはできなかったという。上田によると、 〝風景美〟と うものは、山川草木のかたち、姿にあるというより、光線の変化できまるという。すなわち、形よりも光だという。これが上田の風景美論であった。
上田が行程を急いだのは、なるべくたくさんの景色をみるためであったから 人情や風俗の深奥ま さぐることはできなかったという。それを




























































































































































































も紹介して、すこしは物 きを育成してみたいと思った（ 「漫遊雑感」 ） 。しかし、英文科の学生が専門の英文学にうとく、大陸文学を口にするのはこまると、といさめた。また
まじめな文献学上の研究
00000000000
の必要性をみとめ、その方面の大家や英文の達者な者が出て欲しいといった（瀧川規一
「上田先生を偲ぶ」 ） 。
上田は歴史か国文学を専攻したい気もあったようだが、結果的には英文学をえらんだ。文学のなかでも〝詩歌〟をもっとも好んだ。語学と文筆の才にめぐまれたほか、講話にも妙味があった。何より鋭敏な鑑賞眼をもっていた。 〝細心精緻〟をそ 学風としたが、ドイツ流の
四角ばった、堅苦しい、理詰のやり方をあまり好まなかったようである。
上田は京都帝大文学科の才気非凡の花形スターであったが、惜しいことに四十三歳を一期に若死にした。筆者 とって上田
　
敏の名は、 『海潮
音』ちゅうのカルル・ブッセの「山のあなた」とポール・ヴェルレーヌの「落
らく
葉えふ
」の名品によって、ふかく心に刻まれている。
050（37）
上田　敏の米欧印象談
さいごに敏の父・絅二は、慶応三年（一八六七）に徳川民部大輔（徳川昭
あき
武たけ
、一八五三～一九一〇、幕末の水戸藩主）に随従して渡欧した、と
いった記事をよくみかけるが、これは誤りである。正しくは、池田筑後守一行につきしたがってである。……
注（１）嘉
か
治じ
瑠璃子「祖父の写真（巴里だより） 」 『世界紀行文学全集
　
第二巻
　
フランス編
　
Ⅱ』所収、修道社、昭和
34・２
（２）嘉治隆一「乙骨太郎乙」 『
本定
上田
　
敏全集
　
第一巻』 （教育出版センター、昭和
53・４）の「月報
　
２」所収。
（３） ［マイクロフイルム］　　
C
orrespondance P
olitique JaponA
nnée1864 ［
N
o.1 ］T
om
eII.Janvier-JuilletD
uchesnedeßellecourt ―
L
éonR
oches.
注・日本使節団のリストは、草稿（
folio ）四六～四七にある。
（４）杉浦愛蔵「奉使日記」 『杉浦
　
譲全集
　
第一巻』 （杉浦
　
譲全集刊行会、昭和
53・３） 、一五一頁。
（５）矢野峰人著『日本英文学の学統
―
道遙・八雲・敏・禿木』 （研究社、昭和
36・
10） 、一七四頁。
（６）同右。（７）注 におなじ。（８）安田保雄編「上田
　
敏年譜」 『上田
　
敏全集
　
第十巻』所収、五六九頁。
（９）同右。（
10）注（８）におなじ。
（
11）注（５）の一七五頁。
（
12）谷壮太郎著『掌
しょう
中ちゅう
東京名所図絵』旭昇堂蔵、明治
14・４。
（
13）川崎晴朗著『幕末 駐日外交官・領事館』 （雄松堂出版、昭和
63・３） 、一四五頁。
（
14）上田
　
敏「滞欧所感」 ［談話筆記］中央公論、明治
41・
12。
おもなる参考文献『
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上田
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全十巻』教育出版センター。
（38）049
『文芸
―
故上田博士追想録』第七年第九号、大正５・９。
三浦義彰著『文久航海記』冬至書林、昭和
17・５。
維新史学会編『幕末維新
　
外交史料集成
　
第六巻』財政経済学会、昭和
19・１。
尾佐竹猛著『幕末遣外使節物語
―
尾佐竹猛全集
　
第七巻』実業之日本社、昭和
23・
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安田保雄著『上田
　
敏研究
―
その生涯と業績』矢島書房、昭和
33・
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『近代文学研究叢書
　
第十六巻』昭和女子大学光葉会、昭和
36・２。
